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資料１ 学部系統別の志願倍率及び入学定員充足率の動向 

出典：令和６年度私立大学・短期大学等 社会科学系入学志願動向（日本私立学校振興・共

済事業団調べ） 
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資料２ 社会科学系の志願倍率と充足率 

 

出典：令和６年度私立大学・短期大学等 社会科学系入学志願動向（日本私立学校振興・共

済事業団調べ） 
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資料３ 全国の 18 歳人口の動向・予測 

 

出典：2022 年以前は文部科学省「学校基本統計」、2023 年以降は国立社会保障・人口問題

研究所「日本の将来推計人口（令和 5 年推計）（出生中位・死亡中位）」を元に作成 
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資料４ 地方区分別 18 歳人口の予測 

 

 

出典：18 歳人口予測（全体：全国：2023～2035 年）（リクルート進学総研マーケットリポ

ート 2023 Vol.118 2024 年 2 月号） 

  

△5.2% 

△13.5% 

△12.9% 

△13.1% 

△6.1% 
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資料５ 都道府県別 18 歳人口予測値（実数）の推移 

 

出典：株式会社教育企画センター：都道府県別 18 歳人口予測値推移（令和 4 年度および過

去の学校基本調査より算出・加工） 
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資料６ 都道府県別 18 歳人口予測値（変化率）の推移 

 

出典：株式会社教育企画センター：都道府県別 18 歳人口予測値推移（令和 4 年度および過

去の学校基本調査より算出・加工） 
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資料 7 大学進学率の推移（2014 年〜2023 年） 

 

出典：リクルート進学総研 「【全国版】18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学

率 地元残留率の動向 2023」 
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資料 8 都道府県別大学進学率の推移 

 

出典：エリア別大学進学率の推移（リクルート進学総研マーケットリポート 2023 Vol.118 

2024 年 2 月号）  
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資料 9 新設組織が置かれる都道府県への入学状況（別紙１） 
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資料 10 本学への入学を希望する高校生が通う高等学校が位置する都道府県（学生確保のため

のアンケート調査より） 

（本文記載のクロス集計後の 159 名が在学する高等学校が位置する都道府県） 

都道府県 回答票数 回答割合 

岐阜県 47 29.6% 

愛知県 20 12.6% 

東京都 20 12.6% 

静岡県 16 10.1% 

大阪府 9 5.7% 

北海道 9 5.7% 

千葉県 4 2.5% 

徳島県 4 2.5% 

三重県 4 2.5% 

京都府 3 1.9% 

島根県 3 1.9% 

高知県 2 1.3% 

佐賀県 2 1.3% 

神奈川県 2 1.3% 

青森県 2 1.3% 

奈良県 2 1.3% 

福岡県 2 1.3% 

福島県 1 0.6% 

兵庫県 1 0.6% 

茨城県 1 0.6% 

沖縄県 1 0.6% 

宮城県 1 0.6% 

熊本県 1 0.6% 

埼玉県 1 0.6% 

長野県 1 0.6% 

合計 159 100.0% 
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・令和６年

学校名 学部等 
募集 

人数 

志願者 

数 

受験者 

数 

合格者 

数 

志願者 

倍率 

入試 

倍率 

定員 

充足率 

1 慶應義塾大学 総合政策学部 425 3,321 3,063 554 6.0 5.5 1.0 

2 慶應義塾大学 環境情報学部 425 2,869 2,630 509 5.6 5.2 1.1 

3 
岐阜大学 

社会システム経営

学環 
30 177 160 32 5.5 5.0 1.0 

4 関西学院大学 総合政策学部 ※１  495 4,843 ‐ 1,888 2.6 ‐ 1.1 

5 九州産業大学 地域共創学部 130 1,896 1,879 833 2.3 2.3 1.0 

6 九州大学 共創学部 105 370 282 105 3.5 2.7 1.0 

7 愛媛大学 社会共創学部 180 370 339 194 1.9 1.7 1.0 

※1 学部一括募集のため、学部全体での定員(以下同様）

・令和 5年

学校名 学部等 
募集人

数 

志願者

数 

受験者

数 

合格者

数 

志願者

倍率 

入試倍

率 

定員充

足率 

1 慶應義塾大学 総合政策学部 425 3,516 ‐ 543 6.4 ‐ 1.0 

2 慶應義塾大学 環境情報学部 425 3,119 ‐ 469 6.7 ‐ 1.0 

3 岐阜大学 
社会システム経営

学環 
30 68 56 31 2.2 1.8 1.0 

4 関西学院大学 総合政策学部 495 4,997 ‐ 1,823 2.7 ‐ 1.0 

5 九州産業大学 地域共創学部 130 2,104 2,091 825 2.6 2.5 1.0 

6 九州大学 共創学部 105 391 281 103 3.8 2.7 1.0 

7 愛媛大学 社会共創学部 180 487 455 197 2.5 2.3 1.0 

・令和 4年

学校名 学部等 
募集人

数 

志願者

数 

受験者

数 

合格者

数 

志願者

倍率 

入試倍

率 

定員充

足率 

1 慶應義塾大学 総合政策学部 425 3,598 3,314 631 5.7 5.3 1.1 

2 慶應義塾大学 環境情報学部 425 3,296 3,004 576 5.7 5.2 1.1 

3 岐阜大学 
社会システム経営

学環 
30 84 74 32 2.6 2.3 1.0 

4 関西学院大学 総合政策学部 495 3,538 ‐ 1,559 2.3 ‐ 1.0 

5 九州産業大学 地域共創学部 130 4,348 4,277 1,850 2.4 2.3 1.0 

6 九州大学 共創学部 105     397 301 105 3.8 2.9 1.0 

7 愛媛大学 社会共創学部 180 559 521 199 2.8 2.6 1.0 

出典：大学受験パスナビよりデータを抜粋し作成 
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資料11 競合校の入学志望動向

https://passnavi.evidus.com/%EF%BC%89%E3%82%88%E3%82%8A%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%92%E6%8A%9C%E7%B2%8B%E3%81%97%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%80%82


学校名 学部等 

初年次学費等 

入学金 授業料 施設費 
実習費諸

会費 
合計 

コーイノベーショ

ン大学
共創学部地域共創学科 200,000 1,080,000 350,000 ‐ 1,630,000 

1 慶應義塾大学 総合政策学部 200,000 1,090,000 310,000 11,350 1,671,350 

2 慶應義塾大学 環境情報学部 200,000 1,090,000 310,000 11,350 1,671,350 

3 岐阜大学 社会システム経営学環 282,000 535,800 ‐ ‐ 817,800 

4 関西学院大学 総合政策学部 200,000 1,031,000 235,000 71,000 1,537,000 

5 九州産業大学 地域共創学部 200,000 720,000 170,000 15,900 1,105,900 

6 九州大学 共創学部 282,000 535,800 ‐ ‐ 817,800 

7 愛媛大学 社会共創学部 282,000 535,800 ‐ ‐ 817,800 

出典：私立大学等の令和 3 年度入学者に係る学生納付金等調査結果 
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資料 12 競合校の初年時学生納付金 



出典：リクルートワークス研究所｜第 40回ワークス大卒求人倍率調査（2024年卒） 
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資料 13 従業員規模別 求人倍率の推移

https://www.works-i.com/research/works-report/item/220426_kyujin.pdf
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ア ンケート分析資料１ 学生確保に関するアンケート調査概要及び結果概要
1- 1.アンケート調査依頼状
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1-2.アンケート概要 

 

１ 目的： 

本学への入学意向を定量的に把握するため、高等学校に対して高校生の進学意向のアンケート

調査を実施。 

 

２ 実施期間：令和 6 年 5 月 25 日～令和 6 年 10 月 4日 

 

３ 調査対象： 

令和 7 年度大学進学対象となる高校 2 年生 10,704 名。調査高校一覧は別添の通り 

岐阜県を中心とした東海地域や、実習などで連携を想定する地域、もしくは探求学習などを推

進するなど、本学の教育プログラムと親和性の高いと考えられる高等学校に対して、調査依頼

を行った。 

調査の依頼は、文章での郵送依頼と架電を並行して行った。 

 

４ 調査方法： 

調査対象の高等学校に、アンケート用紙またはアンケートフォームの QR コードが記載された依

頼状、及び近隣の類似する大学・学部・学科の一覧、リーフレットを送付し、各高等学校の教

員の協力により教室等で直接アンケート用紙に記入し返送する方法を採用した。 

また、ご協力いただける高校については、CoIU（仮称）関係者が訪問し、直接生徒たちに CoIU

（仮称）について説明した上で、アンケート用紙またはアンケートフォームの QR コードが記載

された依頼状、リーフレットを配布し、アンケートに回答いただいた。 

配布資料 

調査票または調査フォームの QR コードが記載された依頼状 

類似する大学・学部・学科の一覧 

本学リーフレット 

 

５ 回答件数：10,704 件 

 

６ 調査項目及び調査フォーム 

【調査項目】 

重複回答がないかの確認【必須】 

・初めてこのアンケートに回答する 

・過去にこのアンケートに回答したことがある 

問１ 学年を以下の選択肢から選択してください。【必須】 

・高校１年 

・高校２年 

・高校３年 

問２ お住まいの都道府県を選択してください。【必須】47 都道府県 

問３ 学校名を記入してください。 例）〇〇県立〇〇高等学校、私立〇〇高等学校など【必

須】自由記入 

問４ 卒業後の進路をどのように考えていますか？（複数選択可）【必須】 

①大学 

②短期大学 
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③専門職大学 

④専門職短期大学 

⑤専門学校 

⑥就職 

⑦その他 

問５ 志望する大学等の設置者の希望を選択してください。（複数選択可）【必須】 

①国立 

②公立 

③私立 

④ 問４で⑤専門学校、⑥就職、⑦その他を回答した 

問６ 高校を卒業後、学びたいと考えている興味のある学問分野を次の中から選択してくださ

い。（複数選択可）【必須】 

・商学・経済学関係 

・経営学関係 

・文学関係・史学関係 

・哲学関係 

・法学・政治学関係 

・人文・社会学関係 

・教育学関係 

・国際関係学（国際関係学部）関係 

・デザイン関係 

・土木建築工学関係 

・農学関係 

・林学関係 

・その他 

問７  Co-Innovation University(コーイノベーション大学、いずれも仮称)共創学部地域共創

学科（仮称）が開設された場合、受験を希望しますか。次より一つ選択してください。【必

須】 

①第一志望として受験する 

②第二志望として受験する 

③第三志望以降として受験する 

④受験しない 

問８ 上記７、で①～③を選択した方に質問です。 Co-Innovation University(コーイノベー

ション大学)、共創学部地域共創学科（いずれも仮称）を受験して合格した場合、入学を希望し

ますか。次より一つ選択してください。【必須】 

①入学する 

②志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 

③入学しない 

④問７で④と回答した 

問９ 次の選択肢の中で、興味がある大学／学部があれば選択してください。選択肢に無いが

特に興味がある大学／学部があれば「その他」を選択し、差し支えない範囲で大学名／学部名

を教えてください。【必須】 

・九州大学（国立・福岡）／共創学部 

・愛媛大学（国立・愛媛）／社会共創学部 
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・国際教養大学（公立・秋田）／国際教養学部 

・慶応義塾大学（私立・神奈川）／総合政策学部 

・慶応義塾大学（私立・神奈川）／環境情報学部 

・立命館アジア太平洋大学（私立・大分）／国際経営学部 

・岐阜大学（国立・岐阜）／社会システム経営学環 

 

1-3.アンケートフォーム 
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1-4.コーイノベーション大学パンフレット 
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1-5.類似する大学・学部などの一覧
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問 2 お住まいの都道府県を選択してください。

 

都道府県 回答票数 回答割合 

岐阜県 3,301 30.9% 

北海道 804 7.5% 

三重県 670 6.3% 

神奈川県 663 6.2% 

石川県 629 5.9% 

富山県 565 5.3% 

埼玉県 465 4.3% 

愛知 448 4.2% 

東京都 421 3.9% 

福岡県 399 3.7% 

千葉県 374 3.5% 

長野県 291 2.7% 

和歌山県 257 2.4% 

京都府 231 2.2% 

静岡県 199 1.9% 

福井県 185 1.7% 

宮城県 183 1.7% 

熊本県 81 0.8% 

高知県 81 0.8% 

青森県 79 0.7% 

鹿児島県 75 0.7% 

大阪府 59 0.6% 

秋田県 53 0.5% 

新潟県 50 0.5% 

滋賀県 32 0.3% 

鳥取県 26 0.2% 

兵庫県 25 0.2% 

山口県 7 0.1% 

島根県 7 0.1% 

群馬県 6 0.1% 

徳島県 6 0.1% 

奈良県 6 0.1% 

茨城県 5 0.0% 

岩手県 5 0.0% 

佐賀県 4 0.0% 

広島県 2 0.0% 

沖縄県 1 0.0% 

大分県 1 0.0% 

栃木県 1 0.0% 

福島県 1 0.0% 

合計 10,698 100.0% 

 

 

問 2 学校名を記入してください 例）〇〇県立〇〇高等学校、私立〇〇高等学校など 

愛知県立阿久比高等学校 

愛知県立旭丘高等学校 

愛知県立旭野高等学校 

愛知県立一宮興道高等学校 

愛知県立刈谷高等学校 

愛知県立江南高等学校 

愛知県立成章高等学校 

愛知県立中村高等学校 

愛知県立武豊高等学校 

愛知県立名古屋西高等学校 

茨城県立水海道第一高等学校 

茨城県立水戸商業高等学校 

茨城県立水戸第一高等学校附属中

学校 

茨城県立多賀高等学校 

熊本県立小国高等学校 

熊本県立人吉高等学校 

群馬県立渋川女子高等学校 

広島市立基町高等学校 

佐賀県立伊万里高等学校 

佐賀県立小城高校 

埼玉県立大宮光陵高等学校 

市立札幌開成中等教育学校 

市立札幌藻岩高等学校 

市立札幌平岸高等学校 

私立 N高等学校 

私立かえつ有明高等学校 

私立カリタス女子高等学校 

私立クラーク記念国際高等学校 

私立コードアカデミー高等学校 

立中京大学附属中京高等学校 

私立長野日本大学高等学校 

私立追手門学園高等学校 

私立田園調布学園高等部 

私立土佐塾高等学校 

私立徳風高等学校 

私立南山高等学校 

私立日本航空高等学校 

私立日本福祉大学附属高等学校 

私立品川女子学院高等部 

私立福岡女子商業高等学校 

私立福岡雙葉高等学校 

私立片山学園高等学校 

私立鵬学園高等学校 

私立北陸学院高等学校 
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横須賀市立横須賀総合高等学校 

沖縄県立那覇国際高等学校 

岐阜県立羽島高等学校 

岐阜県立羽島北高等学校 

岐阜県立加納高等学校 

岐阜県立加茂高等学校 

岐阜県立加茂農林高等学校 

岐阜県立可児工業高等学校 

岐阜県立可児高等学校 

岐阜県立各務原高等学校 

岐阜県立各務原西高等学校 

岐阜県立関高等学校 

岐阜県立関有知高等学校 

岐阜県立岐山高等学校 

岐阜県立岐阜工業高等学校 

岐阜県立岐阜高等学校 

岐阜県立岐阜商業高等学校 

岐阜県立岐阜総合学園高等学校 

岐阜県立岐阜農林高等学校 

岐阜県立岐阜北高等学校 

岐阜県立郡上北高等学校 

岐阜県立恵那高等学校 

岐阜県立坂下高等学校 

岐阜県立山県高等学校 

岐阜県立瑞浪高等学校 

岐阜県立多治見高等学校 

岐阜県立多治見西高等学校 

岐阜県立多治見北高等学校 

岐阜県立大垣西高等学校 

岐阜県立大垣東高等学校 

岐阜県立大垣北高等学校 

岐阜県立池田高等学校 

岐阜県立中津商業高等学校 

岐阜県立長良高等学校 

岐阜県立土岐商業高等学校 

岐阜県立東濃高等学校 

岐阜県立東濃実業高等学校 

岐阜県立飛騨神岡高等学校 

岐阜県立本巣松陽高等学校 

岐阜県立揖斐高等学校 

宮城県石巻好文館高等学校 

京都府立山城高等学校 

京都府立桃山高等学校 

三重県立伊勢高等学校 

三重県立紀南高等学校 

三重県立水産高等学校 

三重県立相可高等学校 

三重県立尾鷲高等学校 

私立セントヨゼフ女子学園高等学

校 

私立トキワ松学園高等学校 

私立ドルトン東京学園高等部 

私立愛農学園農業高等学校 

私立横浜隼人高等学校 

私立岡崎城西高等学校 

私立海星高等学校 

私立関西国際学園高等部 

私立岐阜女子高等学校 

私立岐阜聖徳学園高等学校 

私立岐阜東高等学校 

私立皇學館高等学校 

私立高山西高等学校 

私立高朋高等学校 

私立国際信州学院大学付属高校 

私立佐久長聖高等学校 

私立済美高等学校 

私立札幌新陽高等学校 

私立札幌第一高等学校 

私立四條畷学園高等学校 

私立市川高等学校 

私立自由の森学園高等学校 

私立秋草学園高等学校 

私立十文字高等学校 

私立昭和薬科大学附属高等学校 

私立新渡戸文化高等学校 

私立椙山女学園高等学校 

私立成田高等学校 

私立聖マリア女学院高等学校 

私立聖学院高等学校 

私立聖霊高等学校 

私立聖和学園高等学校 

私立西武学園文理高等学校 

私立青翔開智高等学校 

私立菊武ビジネス専門学校高等部 

私立京都文教高等学校 

私立京都両洋高等学校 

私立暁高等学校 

私立近畿大学附属高等学校 

私立敬愛高等学校 

私立静岡サレジオ高等学校 

私立早稲田大学高等学院 

私立帯広北高等学校 

私立大阪高等学校 

私立名古屋経済大学市邨高等学校 

私立明秀学園日立高等学校 

私立麗澤瑞浪高等学校 

鹿児島県立大島北高等学校 

秋田県立鹿角高等学校 

新潟県立新発田高等学校 

青森県立三本木高等学校 

青森県立八戸工業高校 

青森県立八戸商業高等学校 

静岡県立横須賀高等学校 

静岡県立榛原高等学校 

静岡県立川根高等学校 

静岡県立浜松南高等学校 

静岡聖光学院高等学校 

石川県立金沢北陵高等学校 

石川県立工業高等学校 

石川県立輪島高等学校 

千葉県立我孫子高等学校 

大空町立北海道大空高等学校 

大阪府立豊中高等学校 

大森学園高等学校 

長野県飯田風越高等学校 

島根県立隠岐島前高等学校 

富山県立魚津工業高等学校 

富山県立魚津高等学校 

富山県立高岡南高等学校 

富山県立桜井高等学校 

富山県立南砺平高等学校 

富山県立入善高等学校 

富山県立富山南高等学校 

富山県立富山北部高等学校 

福井県立丸岡高等学校 

福井県立若狭高等学校 

福井県立足羽高等学校 

福井県立大野高等学校 

福井県立武生東高等学校 

福岡県立小郡高等学校 

北海学園札幌高等学校 

北海道札幌厚別高等学校 

北海道大麻高等学校 

和歌山県立神島高等学校 

和歌山県立田辺高等学校 
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問 3 卒業後の進路をどのように考えていますか？（複数選択可） 

卒業後の進路 回答者数 回答割合 

① 大学 8,313 77.6% 

② 短期大学 165 1.5% 

③ 専門職大学 54 0.5% 

④ 専門職短期大学 11 0.1% 

⑤ 専門学校 861 8.0% 

⑥ 就職 772 7.2% 

合計 10,704 100.0% 

問 4 志望する大学等の設置者の希望を選択してください。（複数選択可） 

卒業後の進路 回答者数 回答割合 

①国立 1,222 19.0% 

②公立 450 7.0% 

③私立 2,854 44.4% 

④ 問４で⑤専門学校、⑥就職、⑦その他を回答した 1,900 29.6% 

合計 6,426 100.0% 

問 5 高校を卒業後、学びたいと考えている興味のある学問分野を次の中から選択してくださ

い。（複数選択可） 

学びたいと考えている興味のある分野 回答者数 回答割合 

商学・経済学関係 390 5.9% 

経営学関係 293 4.4% 

文学関係・史学関係 154 2.3% 

哲学関係 42 0.6% 

法学・政治学関係 177 2.7% 

人文・社会学関係 215 3.2% 

教育学関係 665 10.0% 

国際関係学（国際関係学部）関係 289 4.3% 

デザイン関係 380 5.7% 

土木建築工学関係 342 5.1% 

農学関係 202 3.0% 

林学関係 4 0.1% 
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その他 3,509 52.7% 

合計 6,662 100.0% 

問 6 Co-Innovation University(コーイノベーション大学、いずれも仮称)共創学部地域共創学

科（仮称）が開設された場合、受験を希望しますか。次より一つ選択してください。 

本学の入試の受験意向 回答者数 回答割合 

①第一志望として受験する 277 2.6％ 

②第二志望として受験する 215 2.0% 

③第三志望として受験する 911 8.5% 

④受験しない 9,277 86.9% 

合計 10,680 100.0% 

問 7 上記７、で①～③を選択した方に質問です。 Co-Innovation University(コーイノベーシ

ョン大学)、共創学部地域共創学科（いずれも仮称）を受験して合格した場合、入学を希望しま

すか。次より一つ選択してください。 

合格した場合の入学意向 回答者数 回答割合 

①入学する 337 3.4% 

②志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 1,053 10.7% 

③入学しない 705 7.1% 

問７で④と回答した 7,774 78.8% 

合計 9,869 100.0% 

問 8 次の選択肢の中で、興味がある大学／学部があれば選択してください。選択肢に無いが特

に興味がある大学／学部があれば「その他」を選択し、差し支えない範囲で大学名／学部名を

教えてください。 

合格した場合の入学意向 回答者数 回答割合 

慶應義塾大学(私立・神奈川）/総合政策学部 360 15.1% 

慶應義塾大学(私立・神奈川）/環境情報学部 296 12.4% 

岐阜大学(国立・岐阜）/社会システム経営学環 829 34.7% 

関西学院大学(私立・兵庫）/総合政策学部 10 0.4% 

九州産業大学(私立・福岡）/地域共創学部 4 0.2% 

九州大学(国立・福岡）/共創学部 346 14.5% 

愛媛大学(国立・愛媛）/社会共創学部 90 3.8% 

合計 1,935 81.1% 
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アンケート分析資料 2 人材需要の動向に関するアンケート調査概要

2-1.アンケート調査概要

１ 目的： 

コーイノベーション大学共創学部（仮称）における教育内容や本学が養成する人材需要を調査

する事を目的として実施。 

２ 実施期間：令和 6 年 4 月～令和 6 年 9 月 

３ 調査方法： 

調査対象の企業に WEB フォーム URL、大学の概要を示したパンフレットデータを送付し実施。 

記名式で WEB フォームへの回答結果を集計した。 

４ 調査対象： 

本学で 2 年次に実施予定のボンディングシップの受入候補企業、岐阜エリアやボンディングシ

ップで連携予定の地域企業を中心に依頼を行った。その他、本学が実施する説明会などへの参

加企業に対してアンケート調査の依頼を行った。 

５ 回答件数：216 件 

６ 調査フォーム 
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 2-2.アンケート調査結果 

 

問１ 貴社（機関）名 

イノチオホールディングス株式会

社 

両備ホールディングス株式会社 

株式会社技研サービス 

中部薬品株式会社 

佐川印刷株式会社 

株式会社乃村工藝社 

株式会社イトーキ 

国分グループ本社株式会社 

三井不動産株式会社 

株式会社戸田工務店 

株式会社加藤工務店 

山眞産業㈱花びら舎 

船橋株式会社 

太美工芸株式会社 

株式会社菊池精機 

株式会社常陸風月堂 

六島まちづくり協議会 

株式会社児島技研 

NPO法人やくも元気村 

有限会社大黒屋 

株式会社ツムラ 

株式会社 Kitamura Japan 

株式会社愛起 

一般社団法人東栄町観光まちづく

り協会 

株式会社ジャミン 

一般社団法人長良川カンパニー 

尾藤法律事務所 

株式会社郡上割り箸 

特定非営利活動法人地域再生機構 

一般財団法人ひだ財団 

柿ＢＵＳＨＩ 

株式会社オーナー 

一般社団法人わくわくミライラボ 

株式会社日添 

五木村山村活性化協議会 

松井製茶工場 

ミズタニバルブ工業株式会社 

株式会社艶金 

株式会社中央物産 

大東亜窯業株式会社 

株式会社濃飛葬祭 

株式会社 kibidango 

株式会社 Wasshoi Lab 

株式会社未来企画 

株式会社リスペクト 

京都リサーチパーク株式会社 

有限会社中村牧場 

株式会社本陣平野屋 

三重化学工業株式会社 

株式会社ロッキー 

株式会社小野組 

株式会社エンジョブ 

株式会社クロックアップ 

青森トヨタ自動車株式会社 

タグボート株式会社 
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パソナ東北創生 

株式会社環境測定センター 

ヤングビーナス薬品工業株式会社

藤井電気工業株式会社 

株式会社五月商店 

株式会社日本温浴研究所 

早川工業株式会社 

NPO 法人 G-net 

山川醸造株式会社 

特定非営利活動法人 ORGAN 

すみれ地域信託株式会社 

株式会社井上工務店 

有限会社舩坂酒造店 

株式会社やまもく 

株式会社エネファント 

昭和技研株式会社 

有限会社大橋量器 

檜創建株式会社 

株式会社ヒダカラ 

株式会社飛騨の森でクマは踊る 

有限会社老田屋 

美濃加茂ガス株式会社 

株式会社美光技研 

一般社団法人ワカツク 

株式会社 SMO南小国 

株式会社子守唄の里五木 

五木村役場 

有限会社丸一産業 

有限会社五木屋本舗 

すみれリビング株式会社 

株式会社清水弥生堂 

株式会社山のくじら舎 

株式会社大人 

北海道ポラコン株式会社 

北陸建設アカデミー 

トリイ株式会社

なんぶ農援株式会社 

株式会社千 

NPO 法人プラットフォームあおも

り 

株式会社地域みらい 

株式会社高澤商店 

川下建機工業株式会社 

有限会社七尾自動車教習所 

数馬酒造株式会社 

株式会社明成孝橋美術 

NPO 法人 JAE 

株式会社 SYNTH 

ショクバイ株式会社

合同会社 U.I.international

綜合印刷出版株式会社

一般社団法人みらいねっと弘前 

株式会社すみか 

フタバ・コーポレーション株式会

社 

Ｙプロジェクト株式会社 

奥津軽社中合同会社 

合同会社浜と山と 

フクシアンドフクシアーキテクツ

株式会社 

Nanjo Communications 

International 

株式会社フォーオン 

地域マネジメント株式会社 

株式会社御祓川 

宮川建設株式会社 

みらいに株式会社 

特定非営利活動法人 電線のない街

づくり支援ネットワーク 

株式会社まるにわ 

株式会社 nido 

イトシィ株式会社

合同会社よかごつ

株式会社次世代共創企画

株式会社まいぷれ withYOU

株式会社松岡塗装店

株式会社 TEAMENT

喫茶 BEGIN 株式会社

佐藤良祐（個人事業主）

名鉄協商株式会社

飛騨産業株式会社

岐阜県飛騨市役所

社会福祉法人新生会

飛騨産業株式会社

株式会社富山第一銀行（高山支

店）

株式会社旅館古窯

パール金属株式会社

株式会社電業社機械製作所

株式会社どんたく

林ベニヤ産業株式会社七尾工場

尾張陸運株式会社

富山県射水市役所

社会福祉法人射水万葉会

株式会社新東通信

株式会社舞台ファーム

国分中部株式会社

株式会社ジツタ

ユニオン電子工業株式会社

三星グループ 

八州製作株式会社 

株式会社ファミリー 

株式会社マルジン・サンアップル 

青森県中泊町役場 

会宝産業株式会社 

株式会社ホテル海望 

日東製陶所 

三和建設株式会社 

特定非営利活動法人山陰福祉の会 

ネットイヤーグループ

株式会社山下 PMC 

北海道厚真町役場 

株式会社城山 

杉浦味淋株式会社 

おいでんエネルギー㈱ 

株式会社レジスタ 

株式会社えぽっく 

認定 NPO法人ポケットサポート 

一般社団法人 ON-DO 

せき・まちづくり NPOぶうめらん 

株式会社マルショウシステム 

特定非営利活動法人セブンシーズ 

カンダまちおこし株式会社

株式会社ドングルズ

合資会社魚ぎ

石徹白洋品店株式会社

株式会社ジーネックス

粋料亭助六

株式会社 Edo

花井金型製作

みのシェアリング株式会社

山本佐太郎商店

株式会社 epi&company

白百合工房

一般社団法人つちからみのれ

株式会社ディーグリーン

合同会社南部どき

一般社団法人イシノマキ・ファー

ム

株式会社ノトツグ

NPO エリア・イノベーション

白川ワークドット協同組合

株式会社ＴＫ事業開発研究所

株式会社人と土

能登 DMC合同会社

一般社団法人小布施まちイノベー

ション HUB

スポーツ・ローカル・アクト株式

会社 

NPO 法人 bankup 

株式会社兎ッ兎ワイナリー 

ASNARO 

独楽工房 隈本木工所 
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ONESTRUCTION 株式会社 

特定非営利活動法人鹿の助スポー

ツクラブ

株式会社おてつたび 

株式会社美ら地球 

株式会社 nokoso 

有限会社トリニティ 

株式会社沿海調査エンジニアリン

グ 

株式会社常盤電機 

株式会社オアシスパーク 

株式会社新生メディカル 

昭和造園土木株式会社 

後藤木材㈱ 

日進木工株式会社 

飛騨五木株式会社 

有限会社アゼイリア 

特定非営利活動法人北海道エンブ

リッジ

弁護士法人名南総合法律事務所 

問２ 貴社（機関）所在地 ※市町村まで 

所在エリア 回答社数 回答割合 

岐阜エリア（岐阜県、愛知県、三重県、静岡県） 100 46.3% 

北海道・青森 25 11.6% 

東北（仙台） 11 5.1% 

新潟・長野 7 3.2% 

北陸（石川） 20 9.3% 

関東 4 1.9% 

東京 7 3.2% 

京都周辺 14 6.5% 

中国 5 2.3% 

四国 2 0.9% 

鳥取 10 4.6% 

九州 11 5.1% 

合計 216 100.0% 

問３ 貴社（機関）の主たる業種をお選びください。 

業種 回答社数 回答割合 

製造業 52 22.8% 

その他サービス業 38 16.7% 

卸売業・小売業 25 11.0% 

複合サービス業 17 7.5% 

教育・学習支援業 13 5.7% 

建設・土木・工業 12 5.3% 

情報サービス業 10 4.4% 

宿泊業・飲食サービス業 9 3.9% 

医療・福祉業 8 3.5% 

インフラサービス系事業 8 3.5% 

不動産業・物品賃貸業 6 2.6% 

農林業・水産業・鉱業 6 2.6% 
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地方自治体 5 2.2% 

まちづくり事業 4 1.8% 

学術研究・専門技術者 3 1.3% 

合計 216 94.7% 

 

 

問４ 貴社（機関）の企業規模を教えてください。 

従業員規模 回答社数 回答割合 

1000 人以上 9 4.2% 

300 人～999 人 14 6.5% 

51 人～299 人 44 20.4% 

10 人～50 人 71 32.9% 

5 人～9 人 38 17.6% 

1 人～4 人 40 18.5% 

合計 216 100.0% 

 

 

問５ コーイノベーション大学が設置された場合、本大学卒業生の採用についてどのようにお

考えですか。 

採用意向 回答企業数 回答割合 

採用の意向がある 207 95.8% 

採用の意向がない 9 4.2% 

合計 216 100.0% 

 

 

問６ コーイノベーション大学が設置された場合、本大学卒業生を何名程度採用したいです

か。（問５で「採用の意向がある」を選択した場合のみ回答） 

採用想定人数 回答企業数 回答割合 
採用想定 

合計人数 

不明・未定 80 38.6% 80 人 

1 名 71 34.3% 71 人 

2 名 34 16.4% 68 人 

3 名 12 5.8% 36 人 

4 名 3 1.4% 12 人 

5 名 6 2.9% 30 人 

10 名 1 0.5% 10 人 

合計 207 100.0% 307 人 
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問７ 自由記載（CoIU への期待） 

● 現在弊社では飛騨エリアの大卒採用に苦戦し、飛騨エリアは高卒採用も行っているところで、コーイ

ノベーション大学が開校された際は大卒採用に明るい兆しが見えると感じました。実習などぜひ連携

させていただきたいと思いました。

● 地域内循環を活発化させ、全国的なモデルケースとなることを期待しています。

● インターンシップについても是非、この飛騨地域の企業にて多く実施していただき飛騨地域の企業や

文化・教育の交流の場を広げ、できれば飛騨地域への就職や飛騨地方からの起業へと繋がる事を期待

しています。

● 自分で選択する職業だけではなく、率先して選択されない廃棄物処理のような業界にも関心と経験が

広がるようなカリキュラムをお願いしたい

● ぜひ役場で CoIU卒業生を採用できるとありがたいです。

● 建設業のため、CoIUの卒業生にはもしかしたら人気がないかもしれませんが、関心を持ってくれる

学生がいたらぜひ採用したいです。毎年人材不足の状態ですので、入社したいという人との出会いを

期待しています。

● 様々な地域課題を解決する施策の 1つになってもらえたらいいと思います。新しい取り組みで大変な

ことも多いかと思いますが、応援しています。

● 地域の企業や自治体と協働して、地域や企業の問題解決にあたることは重要と考えます。地域内に閉

じこもっていてはできない、いろいろな発想や人材と交わることで創発的な事業ができると思いま

す。

● 自ら問いを立て主体的に行動できる人材育成・教育は今の時代確実に必要と感じております。ぜひ期

待しております。

● 今回の大学において、企業（現場）での学びを重視している点で、是非当法人においても学びの場と

して協力したいと思います。医療福祉現場の改革が期待できると思っています。宜しくお願い致しま

す。

● とても期待しています。積極的な関わりをしていきたいと考えています。地域を作るのを一緒に考え

ていきたいと考えています。

● 私たち宿泊業は観光業でもあるし、すなわち地域創生業だと思います。地域の魅力を発掘し、働く地

域の人自身が自分の地域に自信を持ちさらに問いを立てることで変化していく。コーイノベーション

大学の想いは弊社の理念にもとてもリンクするところが多いと感じています。

● リカレント教育を充実させてほしい

● 食に関する「共創圏」の拡大をめざし、地域密着全国卸である当社および当社グループを知っていた

だき、３１０年続く歴史を一緒に創っていくことに共感してくれる学生に出会う機会を設けていただ

ければ、大変うれしく思います。

● 地場産業との連携・事業承継の文脈で連携したいと思う。

● 中濃・東濃地域との連携ぜひ実現してほしいです。

● インプットだけの日本の教育が現在の日本の活力を失わせた大きな原因の一つだと認識しています。

地域課題を共にどのように解決させていくかを実践しながら学んでいく学生のフィールドを提供する

ことが出来たら幸いです。青森県から世界に通用するりんご酒メーカーになるために、新たなコーイ

ノベーション大学との連携は非常に期待しております。何かお役に立てることがあれば幸いです。

● 地方では人材が不足していることから、今後ますます変革する社会を担っていける人材を生み出し、

学生と地域が互いにより良い形になっていけることを期待します。

● ローカルにおけるイノベーション人材の育成とボンディングシップを活かした経営者の学びの場づく

り

● 大学で出ていく人材が多いので、地域に若者を送り出せる機能に期待しています。

● カリキュラムのなかのボンディングシップに期待しております。学生の滞在による周辺の活性化・卒

業生の定住化による地域への新しい風・地域の子どもたちの選択の幅が増える（県内でも・能登地域

でも学べる環境がある）など

● 将来の日本を担う人財育成と社会への輩出に期待しております。

● 産官学の新しいかたちでの交流を期待しています。
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● CoIUの創設に関する考え方には、非常に共感していますので、ぜひ、協業の可能性については、対

話をさせていただければと思います。また、学生の卒業後の活躍の場の選択肢の一つとして、国分グ

ループを選んでいただけるように、接点を設けていけたらと考えております。

● 採用で困っていることが多いのですが、企業としては大きなチャンスが多いので、ぜひ採用を検討し

たいです。

● 授業自体は、最先端なものを地方に浸透させてくださるという点で楽しみにしています。地元に根差

し過ぎると見えないことも多いと思うので、自身にとっても学びの場となればいいなと思っていま

す。がんばってください。

● 新しい時代に向けたすばらしいお取組み、応援させていただきます。

● 自分の頭で考えて動ける人員は今後とても重要になると思っているので、心から応援しています！

● 日本の職人技術の後継にも力を貸してほしい。これからの時代に必要な大学だと思います。応援して

います。

● コーイノベーション大学は、「共創」がテーマというこれまでにない学科でどのような人材が育つの

かとても期待が持てます。また、これからは地方の時代と言われる中、地域との関わりや地域課題解

決へ向けた具体的な学びの機会が提供されることは、今後日本の未来において非常に有益であると感

じます。

● 卒業生は実践力やイノベーションを起こす実践的な人材として非常に期待を持ち、雇用側として注目

したい学校の１つとなり得ると強く思いました。一方で、共創科目とてデータサイエンス入門とされ

ていましたが、なぜデータサイエンスが共創科目として必須のテーマなのか、データサイエンスを学

ぶことでどのような人材が育つことが期待できるかと、もう少し詳しく内容が知りたかったです。ま

た、全国自然豊かな地域がある中、飛騨高山で設立する意味・意義があるかを知れると、学ぶ側も大

学生活を通して飛騨高山と関わることの意味を感じられるのではと思いました。

● 全国各地で学び、学問・実践・対話のサイクルの中で、実践した地域との関わりが根付いていったり

すると、地域にとってもいいですし、こちらもそうなれるように、取り組みます。

● 色々な意味で面白い大学だと思いました。大学が目指す「新たな文明」が出来なければ、現代社会

（特に日本社会）は、本当に様々な場面での終わりがやってくる状況にあるかと思います。大学時代

から本当の意味での社会に役立つ人材が輩出できる大学になってくれることを期待しております。

● 当社が行っている「地域の課題解決に取り組むプロジェクト支援」と貴校の学びの親和性は非常に高

いと感じています。人材面も含め積極的な情報交換をお願いします。

● コーディネーターを希望する卒業生がいたら、ぜひ採用を検討したいです。現在積極的な採用はして

いませんが、事業が拡大したときはぜひ検討したいです。

● コンセプトが素敵ですね！地方から価値を生み出しどんどん発信できる、新しい可能性を感じます。

応援しております。

● 能登における高等教育機関として、地元の学生も社会人も学べる拠点となることを期待します。企業

への課題解決だけでなく、集落や地域の持続可能性のために、新たな仕事を生み出していくという方

向性で、ボンディングシップを活用しつつ、若者とともに育つ地域を耕したいです。

● 非常に魅力的なカリキュラムだと思っています。サステナビリティ関連の知識や経験を積まれた学生

は非常に貴重な人材であると考えています。また、会社としても環境関連に興味を持った企業様と関

わりを持てることは、大変貴重な場であり、大切にしていきたいと思いました。個人的にも自分の子

供を入学させたいなと素直に思いました（まだまだ先の話ですが）。

● 効果的な共創実現のためには優れたファシリテーション能力が必須と考えます。CoIU 様が目指され

る実践教育にはその育成ビジョンが明確なので、今後社会に輩出される人材ポテンシャルには大いに

期待をもっております。

● 実社会の厳しい現実にも耐えられる胆力を身に付けることと、社会の仕組みを理解してより良い社会

形成に向けた考えを持てる人間力を産学両面で育て上げていける大学にして欲しいです。

● 潜在的な地域の力を結集させ大きな力にすることはとても重要でこれからの地域社会を生き抜くには

避けて通れない事案と認識をしています。全く異なった事業であっても、中小企業が未来を語る上で

は地域の繁栄が必要です。当社も例外に漏れず、鷹の目、蟻の目と異なった視野を担保しながら事業

の繁栄を目指してまいります。これからの時代 CIUの皆様には広く深く知識をもって社会に貢献頂き

たいと考えます。

● 創造性豊かで、社会を良くして行ける人材を育ててほしい。
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● リーフレットを見てワクワクした。今までにない新しい形の大学だと思った。青森県出身者の卒業生

ならぜひ採用したい。

● 地域課題を活動する拠点で策定されたまちづくりビジョンを基に検討、問いを立てていける取組がし

たい。

● 越境のコンピテンシーを持っている若者が地域社会で活躍する社会に期待しております！

● 自ら考え自ら動き自ら創造できる人材の育成

● 次世代の若者と地域のリソースによる共創プログラムがあることで素晴らしいイノベーションが起こ

ると思っております。私たちもそのために協力したいと思いますし期待しております。

● 時代に即した多様な人材の育成・輩出を期待しています。
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